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滑川町告示第８０号

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条第１項及び第１０２条第３項の規定に基づき、次

のとおり第２２７回滑川町議会臨時会を招集する。

令和３年４月２３日

滑川町長 吉 田 昇

記

１ 招集日時 令和３年４月３０日 午前１０時

２ 招集場所 滑川町議場

３ 付議事件

（１）専決処分の承認を求めることについて（滑川町税条例等の一部を改正する条例）

（２）滑川町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（３）令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）の議定について
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

応招議員（１３名）

１番 瀬 上 邦 久 議員 ２番 高 坂 清 二 議員

３番 松 本 幾 雄 議員 ５番 上 野 葉 月 議員

６番 井 上 奈 保 子 議員 ７番 紫 藤 明 議員

９番 北 堀 一 廣 議員 １０番 宮 島 一 夫 議員

１１番 菅 間 孝 夫 議員 １２番 内 田 敏 雄 議員

１３番 吉 野 正 浩 議員 １４番 阿 部 弘 明 議員

１５番 上 野 廣 議員

不応招議員（なし）
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令和３年第２２７回滑川町議会臨時会

令和３年４月３０日（金曜日）

議 事 日 程 （第１号）

開会及び開議の宣告

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

町長挨拶

町長提出議案の一括上程、説明

３ 議案第４９号 専決処分の承認を求めることについて 滑川町税条例等の一部を改正する条例)（

４ 議案第５０号 滑川町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

５ 議案第５１号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）の議定について

日程の追加

６ 議長の辞職

７ 議長の選挙

８ 副議長の選挙

９ 議席の一部変更

１０ 各常任委員会の正副委員長の選出

１１ 議会運営委員の辞任

１２ 議会運営委員の選任

１３ 議会運営委員の辞任

１４ 議会運営委員の選任及び正副委員長の選出

１５ 議会広報発行対策特別委員の辞任

１６ 議会広報発行対策特別委員の選任及び正副委員長の選出

１７ 比企広域市町村圏組合議会議員の選挙

１８ 小川地区衛生組合議会議員の選挙

１９ 議案第５２号 滑川町監査委員の選任について（議会選出）

２０ 閉会中の継続調査の申し出について（議会運営委員会）
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出席議員（１３名）

１番 瀬 上 邦 久 議員 ２番 高 坂 清 二 議員

３番 松 本 幾 雄 議員 ５番 上 野 葉 月 議員

６番 井 上 奈 保 子 議員 ７番 紫 藤 明 議員

９番 北 堀 一 廣 議員 １０番 宮 島 一 夫 議員

１１番 菅 間 孝 夫 議員 １２番 内 田 敏 雄 議員

１３番 吉 野 正 浩 議員 １４番 阿 部 弘 明 議員

１５番 上 野 廣 議員

欠席議員（なし）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した人

町 長 吉 田 昇

副 町 長 柳 克 実

教 育 長 馬 場 敏 男

総 務 政 策 課 長 小 柳 博 司

税 務 課 長 篠 﨑 仁 志

会 計 管 理 者 兼 木 村 俊 彦会 計 課 長

町 民 保 険 課 長 岩 附 利 昭

健 康 福 祉 課 長 木 村 晴 彦

健 康 づ く り 課 長 武 井 宏 見

環 境 課 長 関 口 正 幸

産 業 振 興 課 長 兼 服 部 進 也農業委員会事務局長

建 設 課 長 稲 村 茂 之

教育委員会事務局長 澄 川 淳

水 道 課 長 會 澤 孝 之

本会議に出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 島 田 昌 德

書 記 田 島 百 華

録 音 権 田 尚 司
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〇議会事務局長（島田昌德） ご起立願います。

相互に礼。

ご着席ください。

◎開会及び開議の宣告

〇議長（上野 廣議員） 皆さん、おはようございます。

議員各位には、大変お忙しいところ、第227回滑川町議会臨時会にご参集いただきまして、誠に

ありがとうございます。

ただいまの出席議員は13名全員であります 定足数に達しておりますので ただいまから第227回。 、

滑川町議会臨時会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

（午前１０時００分）

◎会議録署名議員の指名

〇議長（上野 廣議員） 初めに、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第125条の規定

によりまして、議長において指名いたします。

２番 高 坂 清 二 議員

３番 松 本 幾 雄 議員

５番 上 野 葉 月 議員

以上、３名にお願いします。

◎会期の決定

〇議長（上野 廣議員） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。

本件につきましては、議会運営委員会でご審議いただいておりますので、議会運営委員長に報告

をお願いします。

議会運営委員長、宮島一夫議員、お願いします。

〔議会運営委員長 宮島一夫議員登壇〕

〇議会運営委員長（宮島一夫議員） 10番、宮島一夫です。議長の命によりまして、議会運営委員会

の報告を申し上げます。

本臨時会の運営に関わる議会運営委員会は、本日午前９時より開催いたしました。出席者は、議

長をはじめ議会運営委員６名、執行部より町長、副町長、総務政策課長に出席をいただきまして、

付議されます案件等について説明をいただき、慎重に協議をいたしました。

、 、 、 。その結果 会期は本日１日とし 全議案審議 全日程終了次第閉会することと決定いたしました



- 6 -

以上をもちまして議会運営委員会の報告を終わります。

〇議長（上野 廣議員） ただいまの議会運営委員長の報告のとおり、会期を決することにご異議あ

りませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 異議なしと認めます。

よって、委員長の報告のとおり、会期は本日１日間とし、全議案審議、全日程終了次第閉会と決

定いたしました。

◎町長挨拶

〇議長（上野 廣議員） 町長の挨拶を行います。

吉田町長、お願いします。

〔町長 吉田 昇登壇〕

〇町長（吉田 昇） 皆さん、おはようございます。議長のお許しをいただきましたので、開会に当

たりまして一言ご挨拶を申し上げます。

本日は、第227回滑川町議会臨時会を招集をさせていただきましたところ、議員各位におかれま

しては、年度初めという何かとお忙しい中、ご出席を賜りまして開会できますことに、厚く御礼申

し上げます。

現在、全国的に新型コロナウイルス感染症の感染者数が再び増加傾向にあり、政府は東京都、京

都府、大阪府、兵庫県に対して、４月25日から３度目の緊急事態宣言を発令しました。また、政府

は、緊急事態宣言に至る前に感染拡大を抑制するため、蔓延防止重点措置の適用を実施し、埼玉県

においても、さいたま市と川口市など15市町を対象地域に追加しました。本町においては、５月下

旬から新型コロナワクチン接種の開始に向けて準備を進めているところでございます。今後も関係

機関と連携を図りながら、新型コロナワクチン接種をスムーズに実施できますよう、万全を期して

取り組んでまいります。

本日の臨時会に提出いたします議案は、専決処分の承認をはじめ３件のご審議をお願いするもの

でございます。慎重審議を賜りますようお願いを申し上げ、簡単ではございますが、開会に当たっ

ての挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

〇議長（上野 廣議員） これで町長の挨拶が終わりました。ありがとうございました。

日程第３、議案第49号を議題とします。

事務局長より……

〔何事か言う人あり〕

〇議長（上野 廣議員） 失礼しました。
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◎町長提出議案の一括上程、説明

〇議長（上野 廣議員） 日程第３、町長提出議案の一括上程をお願いします。

〔事務局長朗読〕

〇議長（上野 廣議員） 町長から提案理由の説明をお願いします。

〔町長 吉田 昇登壇〕

〇町長（吉田 昇） 人事を新しくしまして、新しい事務局長ということで、多少そごがございます

けれども、お許しをいただきたいというふうに思います。

それでは、提出議案の説明を申し上げたいというふうに思います。議案第49号 専決処分の承認

を求めることについては、本年３月31日に地方税法等の一部を改正する法律が成立、同日公布をさ

れたことに伴い、３月31日に滑川町税条例等の一部を改正する条例の専決処分をしたものでござい

ます。

議案第50号 滑川町都市公園条例の一部を改正する条例の制定については、大字都地内に町が設

置をしておる都市公園、都第一公園について、有料公園施設の夜間照明の廃止に伴い、条例の一部

改正を行うものでございます。

議案第51号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）の議定については、既定の歳入歳出

の総額に１億4,980万7,000円を増額し、歳入歳出それぞれ62億5,280万7,000円としたいものです。

主なものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業の実施及び新型

コロナワクチン接種事業の実施に伴う事業費予算でございます。

、 、以上３議案につきまして慎重審議を賜り 原案どおり速やかなご決定をお願いを申し上げまして

簡単ではございますが、提出いたしました議案の説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。

〇議長（上野 廣議員） 説明は終わりました。

◎議案第４９号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（上野 廣議員） 日程第３、議案第49号を議題とします。

税務課長に提出議案の説明を求めます。

〔税務課長 篠﨑仁志登壇〕

〇税務課長（篠﨑仁志） 税務課長、議案第49号 専決処分の承認を求めることについての説明を申

し上げます。

本案は、滑川町税条例の一部を改正する条例でございます。令和３年度税制改正に伴うものであ

りまして、地方税法の一部を改正する法律が令和３年３月31日成立、同日公布されたことに伴い、

滑川町税条例の改正を３月31日に地方自治法第179条第１項の規定により専決処分いたしましたの

で、同条第３項の規定により議会に報告し、その承認を求めるため提案をいたします。
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それでは、滑川町税条例等の一部を改正する条例の内容の説明をさせていただきます。主な改正

内容ですが、新型コロナウイルスの影響を踏まえ、土地の課税標準額の上昇を据え置く措置、軽自

動車環境性能割の臨時的軽減の延長、住宅ローン控除における控除期間13年の措置の延長等を行う

税条例の改正を行いました。

それでは、資料の滑川町税条例の一部改正新旧対照表を御覧いただきたいと思います。１ページ

を御覧ください。改正条例本文第１条の規定の内容でございます。第24条第２項は、政令改正に合

わせて、均等割の非課税の範囲について所要の整備を行ったものでございます。

第36条の３の２第４項及び第36条の３の３第１項並びに２ページ、上段の同条第４項は、法律改

正に合わせて、それぞれ規定の整備により用語の改正を行ったものでございます。

中段の第53条の８第１項第１号は、法律の改正に合わせて、規定の整備により用語の改正を行っ

たものでございます。

下段の第53条の９第３項及び第４項は、法律改正に合わせて、退職所得申告書を電子提出するこ

とができることについて新設したものでございます。

３ページを御覧ください。第81条の４は、法律の改正に合わせて、規定の整備により用語の改正

を行ったものでございます。

中段の附則第５条第１項は、法律改正に合わせて、所得割の非課税の範囲について、所要の整備

を行ったものでございます。

下段の附則第６条は、法律改正に合わせて改正するもので、特定一般用医薬品等購入費を支払っ

た場合の医療費控除の特例を令和９年度まで延長するものでございます。

４ページを御覧ください。附則第10条の２第３項から５ページ上段の同条第26項は、法律の改正

に合わせて、項ずれによる規定の整備を行ったものでございます。

中段の附則第10条の４第２項は、法律改正に合わせて、適用年度の改正を行ったものでございま

す。

下段の附則第10条の５は、地方税法規定の新設に合わせて新設したもので、平成30年７月豪雨に

係る固定資産税の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等について規定したものでございま

す。

７ページを御覧ください。附則第11条から10ページの附則第15条は、固定資産税の評価替えに合

わせて、それぞれ課税年度について改正するものでございます。また、法律の改正に合わせて、規

定の整備により用語の改正を行ったものでございます。

なお、７ページの附則第12条及び９ページの附則第13条については、新型コロナウイルスの影響

により、納税者の負担感に配慮する観点から、令和３年度に限り、税額が増加する土地について、

令和２年度の税額に据え置く特別措置を講ずるものでございます。

10ページ中段を御覧ください。附則第15条の２は、法律の改正に合わせて、軽自動車税の環境性
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能割の臨時的軽減期間を令和３年12月31日まで９か月延長するものでございます。

下段の附則第15条の２の２は、法律改正に合わせ、規定の整備により用語の改正を行ったもので

ございます。

11ページを御覧ください。附則第16条は、法律の改正に合わせて改正するもので、軽自動車税種

別割のグリーン化特例の期限を２年間延長するものでございます。

13ページを御覧ください。附則第16条の２は、法律の改正に合わせて、項ずれによる規定の整備

を行ったものでございます。

附則第22条は、法律改正に合わせて、適用年度の改正を行ったものでございます。

附則第26条は、法律改正に合わせて、新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別税額

控除期間を13年とする特例措置の延長について規定したものでございます。

14ページから16ページまでの第２条は、令和２年制定の条例第17号の一部改正条例の改正でござ

います。法律の改正に合わせて、項ずれによる規定の整備及び用語の整理を行ったものでございま

す。

以上で議案第49号 専決処分の承認を求めることについての説明を終わります。ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。

〇議長（上野 廣議員） 提出議案の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

質問時間は、答弁を含み30分とします。残り時間は表示板で表示します。

質問形式は対面一問一答方式とします。

議長より指名を受けた質問者は、質問席に着き、質疑に入ります。

１回目に一括質疑、一括答弁または最初から一問一答方式にするかは質問者に委ねます。

質疑ありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 質疑なしと認めます。

これをもちまして質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 討論なしと認めます。

これをもちまして討論を終結します。

これより議案第49号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立をお願いします。

〔起立全員〕

〇議長（上野 廣議員） 賛成全員です。
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よって、議案第49号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５０号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（上野 廣議員） 日程第４、議案第50号を議題とします。

事務局長より朗読をお願いします。

〔何事か言う人あり〕

〇議長（上野 廣議員） 稲村建設課長に提出議案の説明を求めます。

〔建設課長 稲村茂之登壇〕

〇建設課長（稲村茂之） 建設課長、議案第50号……

〔何事か言う人あり〕

〇議長（上野 廣議員） 暫時休憩します。

休 憩 （午前１０時２３分）

再 開 （午前１０時２５分）

〇議長（上野 廣議員） 再開します。

日程第４、議案第50号を議題とします。

事務局長より朗読をお願いします。

〔事務局長朗読〕

〇議長（上野 廣議員） 朗読が終わりました。

稲村建設課長に提出議案の説明を求めます。

〔建設課長 稲村茂之登壇〕

〇建設課長（稲村茂之） 建設課長、議案第50号 滑川町都市公園条例の一部を改正する条例の制定

についてのご説明いたします。

提案理由につきましては、滑川町が設置する都市公園、都第一公園について、有料公園施設の夜

間照明の廃止に伴い、滑川町都市公園条例の一部を改正する条例を制定したく、地方自治法第96条

第１項の規定により議決を求めるものでございます。

主な改正内容でございますが、都市公園である都第一公園内の有料施設の夜間照明を平成30年度

に撤去、廃止したものの、本条例の夜間照明に関する箇所がそのまま残っていたために削除するも

のと、その他文言の整理をしたいものでございます。

お手元のＡ４判横の新旧対照表を御覧ください。本条例改正の主たる改正であります夜間照明に

ついては、改正前の箇所の１ページ目、下段の別表第２、夜間照明の欄及び裏面２ページの上段、

別表第３の夜間照明の使用の欄を削除するものでございます。

その他、第３条、第５条、第17条につきましては、現代表現の文言への整備でございます。
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なお、本条例改正の施行日につきましては、公布の日からとなります。

以上、簡単でありますが、議案第50号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。

〇議長（上野 廣議員） 提出議案の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

吉野議員、お願いします。

〔13番 吉野正浩議員登壇〕

〇13番（吉野正浩議員） 13番、吉野正浩です。議長より発言のお許しをいただきましたので、質問

させていただきます。

先ほど課長のほうから、平成30年度にはもう施設は使っていなかったというような説明をしまし

たが、その辺、ちょっと具体的によろしくお願いしたいと思います。

〇議長（上野 廣議員） 稲村建設課長、ご答弁をお願いします。

〔建設課長 稲村茂之登壇〕

〇建設課長（稲村茂之） 建設課長、吉野議員さんの質問に答弁させていただきます。

、 、こちらの都第一公園の夜間照明につきましては 平成25年７月に安全点検及び診断を行いまして

その結果によりまして、設備全体の劣化が報告をされ、施設の使用を中止いたしました。その後、

平成30年度、救急医療用ヘリコプターの離発着所の指定候補となり、安全確保のため、照明施設を

撤去いたしました。令和元年度より救急医療用ヘリコプターの離発着所に指定をされて、現在に至

っている状況でございます。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 吉野議員、再質問をお願いします。

〇13番（吉野正浩議員） 平成25年の診断で非常に老化しているということで、劣化しているという

ことで、30年度に廃止ということを聞きました。廃止の際は、やはり使用していた団体がいると思

うのです。そういったところに当然了解は得たのだと思うのですけれども、そのときに何かご意見

がなかったのか。

また、劣化しているからといって、使っていたものをすぐに廃止するというのは、その判断とい

うのがどうだったかと、団体は使っていたわけですから。その中で、町のほうでお金がかかるから

ということで、それを撤去してしまうということの判断、その辺について、団体との関係とか、町

の考えをちょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（上野 廣議員） 稲村建設課長、答弁をお願いします。

〔建設課長 稲村茂之登壇〕

〇建設課長（稲村茂之） 建設課長、吉野議員さんの質問に答弁させていただきます。

当時の利用団体への話ですけれども、当時の利用団体には、その照明設備の劣化について説明を
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させていただいて、ご理解をいただきました。当時滑川町には、都第一公園とともに総合運動公園

のナイター設備もございまして、ほとんどの団体がそちらの施設を使っていただいていたという状

況でございます。

また、撤去の判断でございますけれども、老朽化でもう使用ができないという中で、それを再設

置して設備を整えること、また利用者との利用状況ということを判断いたしまして、当時撤去をさ

させていただいたものでございます。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 吉野議員、再質問をお願いします。

（ ） 、 、〇13番 吉野正浩議員 多分もう柱から何から全部劣化しているということで 照明器具だけとか

中の照明の器具を取り替えるだけではもう無理だったのだと思います。では、その辺の判断という

ことで分かりました。

少しお聞きしたいのは、使用料の関係なのですけれども 「ただし」という表の下に、改正後の、

一番下にあるのですけれども 「町内居住者又は町内の事業所に勤務する者で編成されるチームの、

使用については、無料とする」ということなのですが、この判断というのは、編成されるチームと

いうのはどういう人数配分なのか、そういった基準というのをちょっとお聞かせ願いたいと思うの

ですけれども。

〇議長（上野 廣議員） 稲村建設課長、答弁をお願いします。

〔建設課長 稲村茂之登壇〕

〇建設課長（稲村茂之） 建設課長、吉野議員さんの質問に答弁させていただきます。

こちらの改正の中の別表第３、この表の下のただし書のところの「町内居住者又は町内の事業所

に勤務する者で編成されるチームの使用については、無料とする 、この文言だというふうに思い」

ますけれども、こちらについては、町内在住者につきましては滑川町に住んでいる方、そして事業

所に勤務する方ということで、チームの中で明確に分けてはいませんけれども、大半の方がそのチ

ームに……すみません。事業所で、事業所としてチーム登録をしているという方について無料にす

るという、町内の在住、在勤者ということにさせていただいております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 吉野議員、再質問をお願いします。

〇13番（吉野正浩議員） 他の町村なんかを見ますと、具体的に過半数とか半数以上が町民または町

内の事業所に勤務する者という、具体的に列記されているケースが多いのですけれども、滑川町の

場合は、こういった文言が全ての条例の中に入っているわけですけれども、その辺の判断が、やは

り１人でも町民であったり事業所に勤めている方であれば、無料にしてしまうか、そういった問題

も出るわけなのです。

だから、その辺は、こう言ってはあれですけれども、滑川町は基本的には、こういったスポーツ
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施設というのは無料というのが考え方の中に入っておりますので、この辺でお金を、ナイター照明

とかそういうのにもお金を取ると。ナイターではないのですけれども、すみません 「ナイター」、

はちょっと取り消してもらって、そういった使用料を払うときに、１人でもあれば無料ということ

のほうが事務的には楽だと思うのですけれども、そういった、本来、もう少し受益者負担というこ

とを考えていけば、もっと厳密にここら辺もちゃんと規定していかないと、他の町村からすれば、

滑川町に行けば、１人でもいれば使えるよというようなことにもなりかねないのですけれども、そ

の辺の編成されるチームという人数ですか、そういったものについて、この施設だけではないので

すけれども、どういう判断をされているかちょっとお聞きしたいと思っているのですが。

〇議長（上野 廣議員） 暫時休憩します。

休 憩 （午前１０時３６分）

再 開 （午前１０時３６分）

〇議長（上野 廣議員） 再開します。

澄川教育委員会事務局長、ご答弁をお願いします。

〔教育委員会事務局長 澄川 淳登壇〕

〇教育委員会事務局長（澄川 淳） 教育委員会事務局長、議長のお許しを得ましたので、吉野議員

の質問に答弁させていただきます。

今、都第２公園の使用料についてのご質問かと思いますが、管理するスポーツ施設についてやは

り同じような規定がございます。町内、在住、在勤の方が使用する場合については、無料といった

形で規定されています。

この町内在住、在勤の方が使用する団体の中の何人ぐらい、何割を占めているかということでご

ざいますが、こちらについては内規がございます。その内規については、今正確な数字がここで確

認できていないので、何分の１以上ですとか何％以上という数字のお答えは、後ほど確認をさせて

から答弁させていただければというふうに思います。

、 、 、こちらにつきましては やはり今吉野議員がおっしゃったように 受益者負担という観点からも

使用料については検討する余地があるのかなというふうに思っています。これは私、個人的な意見

なのですが、町の町内施設に関してのこういった使用料について、一度庁内全体の中で協議する必

要があるのかなというふうに思っています。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 吉野議員。

〇13番（吉野正浩議員） 分かりました。町内に関しても明確に、ある程度基準を統一したものにし

ていただければと思います。よろしくお願いします。

以上です。
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〇議長（上野 廣議員） ほかに質疑ございますか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 質疑なしと認めます。

これをもちまして質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 討論なしと認めます。

これをもちまして討論を終結します。

これより議案第50号 滑川町都市公園条例の一部を改正する条例の制定についてを採決します。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔起立全員〕

〇議長（上野 廣議員） 賛成全員です。

よって、議案第50号は原案のとおり可決されました。

◎議案第５１号の上程、説明、質疑、討論、採決

〇議長（上野 廣議員） 日程第５、議案第51号を議題とします。

事務局長より朗読をお願いします。

〔事務局長朗読〕

〇議長（上野 廣議員） 朗読が終わりました。

小柳総務政策課長に提出議案の説明を求めます。よろしくお願いします。

〔総務政策課長 小柳博司登壇〕

〇総務政策課長（小柳博司） 総務政策課長、議案第51号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第

１号）の議定についてご説明申し上げます。

、 。 、 、初めに 本補正予算の概要をご説明申し上げます 本補正予算は 主に２つの事業の実施に伴い

予算の増額補正をさせていただきたいものでございます。

１つ目といたしまして、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を活用した事業でご

ざいます。令和３年度では、現時点で6,785万4,000円の当該交付金の交付見込みがあることから、

本交付金を活用し、合計24の事業を実施したいため、その関連予算の補正でございます。

２つ目といたしましては、新型コロナワクチン接種事業に伴うものでございます。令和３年度当

初予算において、ワクチン接種事業の関連予算につきましては、既に計上をさせていただいており

ますが、当初予算で見込めなかった事業費等が生じたことから、不足分の予算について、今回増額

補正をさせていただきたいものでございます。

それでは、お手数ですが、予算書の１ページをお開きください。
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議案第51号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）

令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億4,980万7,000円を追加し、歳入歳

出それぞれ62億5,280万7,000円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

（債務負担行為の補正）

第２条 債務負担行為の変更は 「第２表 債務負担行為補正」による。、

令和３年４月30日提出

滑川町長 吉 田 昇

次に、４ページをお開きください。４ページにつきましては、第２表、債務負担行為補正でござ

います。３月定例議会において議決いただきました、情報系ネットワークシステム賃貸借事業につ

いて、事業費が確定したことによりまして、限度額を賃貸借契約により決定した額から6,707万円

に変更したいものでございます。

それでは、これより歳入歳出補正予算事項別明細書に基づきまして補正予算をご説明申し上げま

す。お手数ですが、８ページを御覧ください。初めに歳入予算についてご説明を申し上げます。

款14使用料及び手数料でございますが、臨時交付金を活用した事業で、令和２年度も実施させて

いただきました、駅前交通広場におけるタクシー事業者への使用料減免事業を令和３年度も実施し

たいため、駅前広場等使用料を40万5,000円減額するものでございます。

次に、款15国庫支出金でございます。項１国庫負担金としまして、新型コロナワクチン予防接種

事業国庫負担金を1,619万2,000円増額、また項２国庫補助金として、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金6,785万4,000円及び新型コロナワクチン接種体制構築事業補助金2,222万円

を増額補正し、国庫補助全体では合計9,007万4,000円の予算を計上させていただきました。

また、款19繰入金でございますが、項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入金につきましては、

今回の補正予算で発生した財源不足を財政調整基金から取り崩すことで、新型コロナワクチン接種

事業をはじめとした各種施策を速やかに実施させていただきたいため、財政調整基金繰入金を

4,394万6,000円増額補正いたしました。

続いて、９ページを御覧ください。これより歳出予算についてご説明を申し上げます。初めに、

臨時交付金事業の関連予算について先にご説明をさせていただきます。

款１議会費でございます。項１議会費、目１議会費に合計124万1,000円を増額いたしました。議

場内の感染防止対策を目的に、アクリル板の購入費や議場内のマイク移設工事等の所要額を計上さ

せていただいたものでございます。
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次に、款２総務費でございます。総務費につきましては、主に役場庁舎内における感染防止対策

事業といたしまして、目５財産管理費、節10需用費の消耗品費として９万4,000円、また節14工事

請負費として、庁舎内会議室等の空調設備更新工事として201万9,000円、また庁舎内のトイレ及び

更衣室に設置されている手洗い水栓の一部を自動水栓化するための工事費として、自動水栓設備設

置工事121万6,000円を計上させていただいております。

、 、 、 。また 目６企画費ですが 節12委託料に 電算機保守委託料に455万4,000円を計上しております

現在感染症の影響により、会議の研修等の開催形態が変化しつつあります。密集、密接を避けるた

めに、参加者が一堂に会する形態ではなく、ウェブ上での会議や研修に参加する機会が増えている

ことから、今回臨時交付金を活用し、ウェブ会議用のパソコンを新たに購入し整備したいため、そ

の関連予算を増額補正したいためのものでございます。

その下の２つにつきましては、臨時交付金の事業ではございませんが、今回補正が必要となった

ため、計上させていただきました。

初めに、目６企画費、節18負担金、補助及び交付金について、宇宙・産学官・地域連携コンソー

シアム負担金といたしまして、こちらの団体負担金を３万円計上いたしました。

また、その下になりますが、目15諸費につきましては、節10需用費に消耗品費24万円を計上させ

ていただきました。こちらにつきましては、本年度新たに就任した交通指導員２名分の制服代でご

ざいます。

次に、10ページを御覧ください。款３民生費でございます。項１社会福祉費、目１社会福祉総務

、 。 、費につきましては 臨時交付金事業を２つ上げさせていただきました 節12委託料につきましては

感染症の影響により生活が困窮されている方を支援するため、社会福祉協議会での相談業務を実施

したいため、その所要額を172万円計上し、節18負担金、補助及び交付金については、令和２年度

の継続事業でございます。生活困窮者を対象に、必要な食料材の支援を行うため、60万円予算を計

上させていただいております。

次に、款４衛生費でございますが、衛生費につきましては、新型コロナワクチン接種事業の関連

予算となりますので、こちらは後ほどご説明申し上げることといたしまして、先に臨時交付金事業

について説明させていただきたいと存じます。

恐れ入りますが、１枚おめくりいただき、11ページ中段の款６農林水産業費を御覧ください。款

６農林水産業費ですが、目３農業振興費に今回補正額506万4,000円を計上させていただきました。

補正の内容につきましては、主に町内農業者の支援事業や観光地応援事業など、地域経済の回復を

目的とした事業を展開するための事業費補正となっております。町内の観光施設や農業施設の整備

を図ったり、地元産物を使った新たな商品メニューを開発するための必要な備品等を購入すること

で、地域経済の活性化につながる事業を本年度も実施してまいりたいと考えております。

次に、節18負担金、補助及び交付金になりますが、滑川町観光保全型農業推進事業費補助金とい
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たしまして385万円を増額させていただきました。こちらにつきましては、令和２年度からの継続

事業でございますが、農業者支援の一環として、感染症の影響を受けた農業者の支援のために、農

業用廃棄物の収集運搬費や処理費を補助することにより、生産意欲の減退を防ぐことを目的といた

しまして、当該団体へ補助するものでございます。

次に、11ページ、最下段を御覧ください。款７商工費でございます。項１商工費、目２商工振興

、 、 、費 節12委託料でございますが 新型コロナウイルス対策経営サポート窓口委託料といたしまして

12ページの上段に記載がありますが、384万2,000円を計上いたしました。こちらも令和２年度から

の継続事業でございます。事業内容といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた

町内の事業者を対象に、専門員による経営相談業務を行うものでございます。

また、節18負担金、補助及び交付金では、小規模事業者等事業継続支援金を3,000万円計上させ

ていただきました。町といたしましても、町内の事業者への感染症の影響については、今もなお深

刻であると深く認識をしております。特に小規模事業者等への影響は一層大きく、事業継続のため

にも事業者を支援する施策は必要であることから、令和２年度でも実施させたいただきました本事

業を本年度も実施したいと考えております。対象事業者については、コロナ以前１か月の売上げと

比較いたしまして、20％以上売上げが減少した事業者を対象とさせていただき、支援金につきまし

ては15万円を予定しております。

次に、款８土木費でございます。項５都市計画費、目６公園費でございますが、節14工事請負費

に公園等補修工事といたしまして352万円を予算計上いたしました。こちらにつきましては、公園

内にあるベンチを増設し、密接、密集防止対策を図ることで、公園利用者の安全、安心な環境整備

を図りたいものでございます。

次に、款９消防費でございます。項１消防費、目４防災費でございますが、主に避難所等の感染

防止対策用品を整備するため、関連予算といたしまして、節10需用費の地元品費に77万9,000円、

節17備品購入費の防災用備品には124万2,000円を計上しております。

続いて、13ページ、款10教育費でございます。初めに、項１教育総務費、目３教育振興費でござ

、 。いますが 感染予防のための物品購入や工事請負等合計652万7,000円を計上させていただきました

主な補正内容につきましては、節10需用費の消耗品費に、各小中学校における感染症予防対策物品

の購入費として275万8,000円、また節14工事請負費といたしまして、滑川中学校西校舎の空調機器

設置工事費に262万9,000円を計上しております。

続きまして、項４幼稚園費、目１幼稚園費でございますが、こちらにつきましても主に幼稚園に

。 。おける感染症予防のための物品購入等が主なものでございます 補正合計額は49万円でございます

続きまして、項５社会教育費、目２文化財保護費でございます。こちらにつきましては、２つの

施設の空調工事費を計上させていただきました。

初めに 節14工事請負費ですが エコミュージアムセンター空調機替え工事といたしまして 14ペ、 、 、
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ージの上段に記載がありますが、298万1,000円、また文化財整理室内の空調設置工事といたしまし

て84万7,000円、合計で382万8,000円を予算計上しております。

続きまして、その下、目４図書館費でございます。こちらにつきましては、図書の購入費として

183万6,000円を計上させていただきました。感染症の影響により自粛生活が続いている中、子ども

たちに図書に親しむ機会を増やすことで、自粛生活の充実を図ることを目的とした交付金の活用事

業でございます。

最後に、項６保健体育費でございます。目２体育施設費でございますが、こちらも感染症予防の

ための消耗品のほか、体育施設内に設置するための体温測定システムを導入するための備品購入費

を計上し、合計65万9,000円の増額補正でございます。

続きまして、新型コロナワクチン接種事業に関する補正予算についてご説明を申し上げます。大

変恐れ入りますが、２ページお戻りいただきまして、10ページをお開きください。款４衛生費、項

１保健衛生費、目２予防費でございます。補正予算額8,016万円の増額補正でございます。今回の

補正予算につきましては、ワクチン接種事業の実施に辺り、当初予算では不足する予算科目につい

て計上をさせていただいております。

初めに、節３職員手当等のうち職員の時間外勤務手当1,297万3,000円、管理職員特別勤務手当、

233万1,000円をそれぞれ計上させていただいております。平日時間外及び日曜の勤務が発生するこ

とから、そのための職員手当でございます。

次に、節７報償費でございますが、集団予防接種医療従事者報償といたしまして3,534万4,000円

の増額補正でございます。ワクチン接種に従事する医師や看護師をはじめとした医療従事者へお支

払いするための報償費でございます。

次に、節10需用費になりますが、接種会場で必要な燃料費や光熱水費等合計440万円を計上させ

ていただきました。

次に、節11役務費でございます。こちらは、ワクチン接種事業における接種券や予診票を郵送す

、 、 、るための予算といたしまして 通信運搬費に101万9,000円を予算計上 また手数料につきましては

埼玉森林病院へお支払いする管理手数料100万円等、合計112万円を計上しております。

次に、節12委託料でございます。委託料につきましては、医療機関において接種を受けた場合、

医療機関へ支払う委託料でございますが、当初予算計上額より少なくなる見込みであることから、

不用額であります569万3,000円を減額させていただきました。その他につきましては、接種会場の

会場設営委託料150万円、予約相談センターを運営するための委託料といたしまして293万7,000円

を計上し、委託料の合計については、124万7,000円の減額となっております。

次に、節13使用料及び賃借料でございますが、夏場の暑さ対策といたしまして、接種会場で使用

する冷房機器の借上料を2,000万円計上させていただきました。

、 。 、 、続いて 11ページを御覧ください 節14工事請負費ですが 接種会場で電気機器を設置するため
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そのための電気工事費として50万円、そして節18負担金、補助及び交付金については、高齢者の接

種会場への交通手段を確保するために、タクシーの運行費を合計372万円計上させていただきまし

た。

以上、誠に雑駁ではございますが、令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）の説明とさせ

ていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇議長（上野 廣議員） 提出議案の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

上野葉月議員。

〔５番 上野葉月議員登壇〕

〇５番（上野葉月議員） ５番、上野葉月です。質問させていただきます。

まず、全体的になのですけれども、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、今回の

交付金について、どのような方針あるいは展望を持って事業へ予算を配分していったか、その事業

の優先順位を決めて、このような事業に予算をつけていったのか、そのような方針についてお聞か

せ願えますでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 小柳総務政策課長、ご答弁をお願いします。

〔総務政策課長 小柳博司登壇〕

〇総務政策課長（小柳博司） 総務政策課長、上野葉月議員さんの質問にご答弁をさせていただきま

す。

今回の臨時交付金の活用に当たって、町としての基本的な考え方ということでよろしいかと思い

ます。町といたしましては、今回の交付金を使いまして、従来まで継続しておりました事業も含め

て、各課、局で新たな事業等を計画していただくという流れで進めてまいりました。基本的には町

内の感染状況を見極めながら感染予防を優先する政策、それと町民の生活を優先する政策といった

ところに大きなウエートを占めて考えております。

事業につきましては、今回補正予算で上げました24事業のほかにも事業のほうが各課、局から上

がっておりました。その中で優先すべきところといったところで、先ほど申し上げたようなところ

を基本的な考えとしておきまして、今回補正ということで対応させていただきました。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） ありがとうございます。継続事業というところでですと、12ページなので

すけれども、商工費のところで小規模事業者事業継続支援金3,000万円とあるのですけれども、継

続しているということで前年度と何か変わった点があるのか。それと、前年度においてこの給付を

受けた事業者が、再度受けることができるのかどうか等、この3,000万円についてもう少し詳細を

お聞かせ願えますか。
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〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、ご答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、上野議員さんの質問に答弁させ

ていただきます。

今回計上させていただきました小型事業者の交付金でありますけれども、昨年度は10万円という

形で、20％以上50％未満という形でございました。今回昨年度の交付金の内容を精査し、そして内

容のほうを変更させていただきました。こちらのほうに関しては、15万円以上、そしてさらに20％

以上ということで上限を、20％以上の方でしたら大丈夫という形にしております。

それから、こちらのところ、内容のところに関しては、昨年度10万円が15万円という形になって

おりますので、そこが変わった点と、あとさらに昨年対象で交付された方、こちらの方も、内容の

ほうに関しては、今現在ちょっと調整中なのですけれども、方向的には入れていきたいなというふ

うには考えております。ちょっと精査がまだ足りていない部分もございますので、若干その辺がご

ざいますが、一応内容的にはそういう形を考えておりますので、よろしくお願いします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） 昨年度については20％から50％で範囲を限定していたけれども、今回につ

いては20％以上減少というところで、国と県のこのような支援金の状況が去年とは違うかもしれな

いのですけれども、国や県がこのような事業を行ってきたときに、重複する可能性というのは出て

こないのでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、上野議員さんの再質問に答弁さ

せていただきます。

昨年度の交付金に関しては、基本的に分けて考えてございました。しかし、今年度に関しては、

国のほうの交付金が出たとしても、こちらのほうに関しては単独、単独ということではございませ

んね。滑川町の独自の政策として考えてございますので、重複はあり得るかなというふうに考えて

おりますので、そのような形で考えておりますので、よろしくお願いします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） では、事業者のほうとしては、国や県で類似の支援金を受けたとしても、

町で同じものを出すことも可ということで理解しました。

それから、再申請、去年この支援金を受けた者も、今年助成を受けることが可能かという点につ

いてなのですけれども、去年この支援金を利用した事業者の数と、それから3,000万円で１社15万
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円ということは、200社程度を予定しているのかなと思うのですけれども、仮に再申請可能とする

場合、あるいはしないとする場合、その200社という数の意味合いについてどう捉えているかを教

えてください。

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、上野議員さん再質問に答弁させ

ていただきます。

昨年度の交付事業者でございますが、97件という形だったと思います。こちらの関係で、これは

20％以上50％未満という形で、こちらが50％以上に関しては国のほうにお願いしますという形で回

答させていただいておりましたが、数字的には何社からあったかというのは、国のほうに確認しま

したが、回答は得られておりません。そんな中、私どももこれぐらいかなという、申し訳ございま

せん、想定数でございます。そんな中で200社というふうに考えてございます。こちらのほうは、

、 、数字的にどれだけちゃんとできているか 精査ができているかというのは不明な点もございますが

私どもの考え方の中で、できる限り数字を上げてきた数字が200社ということでございますので、

よろしくお願いします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） 分かりました。どの程度の企業が去年の利益から20％程度減少しているか

、 、ということについて推測を立てるに当たって 税金の申告とかが進んでいると思うのですけれども

そちらのほうから大体の数字というか予測をつけることというのはできないのでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 暫時休憩します。

休 憩 （午前１１時０９分）

再 開 （午前１１時０９分）

〇議長（上野 廣議員） 再開します。

篠﨑税務課長、答弁をお願いします。

〔税務課長 篠﨑仁志登壇〕

〇税務課長（篠﨑仁志） 税務課長、上野議員の質問にご答弁いたします。

税金のほうからその数を見ることはできないと考えております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野葉月議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） 去年の予算決算で、もう少し上手に運用して予算を効果的に使うことはで

きなかったかなと思う項目だったので、質問いたしました。
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まだ概要が固まっていないようですので、町内の小規模、中規模事業者はかなり苦境に立ってい

るところも多いと思いますし、法人税の減収などもはっきり出てきていると思いますので、倒産し

ないように、本当にもう倒産してしまうと思うので、15万円という金額で、事業者にとっての15万

円という金額の意味合いというのもなかなか厳しいところがあると思うのですけれども、少しでも

。 。効果的に苦しい事業者に行き渡るよう尽力していただけたらなと思います よろしくお願いします

次に、新型コロナワクチン関連についてお聞きしたいのですけれども、10ページ、委託料とあり

ます。マイナスになっているところもあるのですが、委託料は４種類あるのですけれども、それぞ

れの委託先を教えていただけますか。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、よろしくお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、上野議員のご質問に答弁させていただきます。

予算書10ページの12委託料、こちらの委託先ということでございますが、予防接種委託料、一番

上でございます。こちらにつきましては、医療機関にお支払いする接種に係る費用でございます。

こちらは国の単価が決まってございまして、こちらは１件当たり2,070円掛ける接種人数というこ

とで、こちらは滑川町のほうが集団接種を主体でいくということになりましたので、こちらの金額

は減額させていただいております。

また、接種システム保守委託料ですが、こちらにつきましては接種システムを入れさせていただ

きました株式会社ＴＫＣさん、こちらは既に契約済みですが、こちらは当初予算のほうに計上がな

かったということで、新規に入れさせていただきました。また、接種会場設営委託料ですが、こち

らにつきましては、これから業者のほうを決定していきますので、現在のところ決まってございま

せん。

それから、予約相談センター委託料につきましても、これから、この予算をいただきましてから

業者のほうを決定していきますので、今後になるかと思います。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） では、複数の事業者に委託をしてコロナワクチンの接種事業を進めていく

こととなると思うのですが、一方で、職員手当等で時間外勤務手当1,297万円、大きい金額が出て

いるのですけれども、これが何を、どれくらいの人員を想定して立てたかということと、あとこれ

は大体でいいのですけれども、新型コロナワクチン予防接種を遂行していく上で、職員と、それか

ら外部の方をどれくらいの比率でチームを構成して、この事業をやっていく想定になっているのか

を教えてください。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、答弁をお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕
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〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、上野議員のご質問に答弁させていただきます。

集団接種会場の人員体制につきましてご答弁させていただきます。基本的には医師、これは２名

ないし３名、それから看護師２名から３名、それから保健センター職員６名、それから役場内の職

員10名ということで考えてございます。この時間外手当につきましては、日曜日の回数が約35回と

なっておりますので、これに係る時間外ということになってございます。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） では、町民の方が会場に行って、会場で会う方というのは、医師と看護師

以外はほとんどが役場の職員の方、そして委託をするのは、それ以外の会場やシステム等、裏方と

いうか、接種しに来た人にとってはあまり目に見えない部分、その辺を委託していく、そんな理解

でよろしいでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、答弁をお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、上野議員のご質問に答弁させていただきます。

、 、 。すみません 先ほど抜けておりましたが 薬剤師の方も２名来ていただく予定になっております

上野議員のご指摘のとおりでございまして、基本的には接種会場の設置ですとかコールセンター

につきましては、基本的には表に出ないということで、実際の接種会場につきましては、医師会か

ら派遣される医師や看護師、それから薬剤師のほかにつきましては、町の職員で対応を予定してお

ります。

以上でございます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） 分かりました。まだ準備、委託先を選定中というところで、完全に完成し

ていないところであるとは思うのですけれども、今新型コロナワクチンの接種について、現状と見

通し、それから今予算計上されていますけれども、これからさらに設置に関する基本的なところで

予算が必要になるような可能性があるのか、それともここで大体固まってくるのか、その辺の見通

し等を教えてください。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、答弁をお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、上野議員の質問に答弁させていただきます。

これは、３月の議会でも申し上げさせていただいたことなのですが、正直初めての事業というこ

とで、なかなか見通せなかったものというのが次々と事業の中に出てまいりまして、それを今回ま

たさせていただくわけなのですが、実際のところ、また始まってまいりますと、新たな項目等が出

。 、てくる可能性もございます おおむねこれで何とかやっていこうというふうには考えておりますが
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まだ出てくる可能性はないとは言えないというところでご理解いただければなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

〔何事か言う人あり〕

〇健康づくり課長（武井宏見） はい、先ほど町長のご挨拶の中にもございましたが、滑川町におい

ては接種の開始の見込みが５月末です。５月下旬ということでご理解いただければと思います。ま

た、細かい内容につきましては、本日予定されています全員協議会の中で細かく説明させていただ

ければと思いますので、ご理解いただければと思います。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 上野議員、再質問をお願いします。

〇５番（上野葉月議員） 分かりました。ありがとうございました。

質問は以上です。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、お願いします。

〔14番 阿部弘明議員登壇〕

〇14番（阿部弘明議員） 14番、阿部弘明でございます。よろしくお願いいたします。

まず、ページを追いながら質問したいというふうに思いますが、最初９ページですけれども、分

からないところですが、宇宙・産学官・地域連携コンソーシアム負担金という、ちょっと聞き慣れ

ないのですけれども、どういう中身なのか教えてください。

〇議長（上野 廣議員） 小柳総務政策課長、お願いします。

〔総務政策課長 小柳博司登壇〕

〇総務政策課長（小柳博司） 総務政策課長、阿部議員さんのご質問に答弁をさせていただきます。

こちらの事業につきましては、リモートセンシング技術センターというところで、庁舎入ったと

ころに今衛星写真を床のほうに掲示しておりますけれども、こちらをやっている会社、企業さんで

ございます。こちらのほうで、衛星を利用した地域産業の振興ですとか、あるいは防災・減災です

とか、そういった形の利用、活用をするということで、近隣では東松山市や嵐山町もこれに加わっ

て協定を結んでおります。滑川町においても、これの包括的な協定を結びまして、人工衛星等を利

用したそのデータを今後の町づくりに生かしていきたいという趣旨でございます。

以上、答弁とさせていただきます。

〔何事か言う人あり〕

〇総務政策課長（小柳博司） 追加で、鳩山町にあります宇宙センター、そこにある会社でございま

す。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） ちょっとよく分かりませんが、続いていきたいと思います。
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まず、今回の、先ほど上野議員への説明にもあったのですけれども、感染予防対策と生活支援と

いう２本の大きな柱で今回の補正予算ということですが、この間一貫して町の答弁の中では、検査

体制についてのお話が、私なんかが要求をしてもなかなか。要するにいろんな、偽陽性だとか偽陰

性だとか、いろいろ説明をされていました。この説明については、いまだ同じような話、そういう

ふうな感覚で今回も。今のところ検査についての考え方については、今までどおりでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、答弁をお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、阿部議員のご質問に答弁させていただきます。

ＰＣＲ検査のことでよろしいですか。ＰＣＲ検査のことということで。

〇14番（阿部弘明議員） いろんな検査があります。

〇健康づくり課長（武井宏見） ＰＣＲ検査、抗原検査、それから抗体検査につきましては、基本的

にはＰＣＲ検査、検査した時点の感染状況をはかるものということで、町としましては、基本的に

はほかの感染予防のほうに重点を置かせていただく。それから、今回始まります新型コロナワクチ

ンの予防接種に力を入れさせていただくというところで、検査そのものを充実させるという考えは

今のところはございません。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 以前質問の答弁の中で、いわゆる今言われた、要するに正確性が欠けてい

るということで言われて、ですから検査をしてもしようがないような話をされていたのかなという

ふうに思いますが、今もそういったような町のお考えなのですか。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、答弁をお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、阿部議員のご質問に答弁させていただきます。

ＰＣＲ検査そのものを否定するものではございませんが、現在の体制、それからＰＣＲ検査の主

体が県がやっている事業でございますので、こちらにつきまして町としては取り組めていけないと

いうような趣旨でお答えしたつもりではあったのですが。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問。

〇14番（阿部弘明議員） 今変異ウイルスがどんどん拡大しているというような中で、いわゆる無症

状見者をどう捕まえるかというのが、この感染症対策の一番の基本ではないかというふうに思うの

です。それは今県のほうでやっていますけれども、ではお聞きしたいのですが、県は今、高齢者施

設や医療機関などの従事者、そして入所者に対する検査をやるというふうなことで進めているので

すけれども、この町では具体的にはどのように進んでいるのですか。
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〇議長（上野 廣議員） 木村健康福祉課長、答弁をお願いします。

〔健康福祉課長 木村晴彦登壇〕

〇健康福祉課長（木村晴彦） 健康福祉課長、阿部議員のご質問に答弁申し上げます。

高齢者施設及び障害者施設につきましては、まず５月末に開始されます集団接種の後予定してご

ざいます。具体的な人数につきましては、高齢者施設につきましては４施設、合計約168名、障害

者施設につきましては、64歳以下の方も含まれておりますが、110名が対象となってございます。

こちらにつきましても集団接種が開始した後、各施設に、特に高齢者施設につきましては、職員も

含めて施設内で接種を予定してございます。障害者施設についてはまだ検討中ということで、今後

調整を図りたいと思います。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、ご質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 県の予定は、ただ県については、取りあえずやってみると言うと変ですけ

れども、それを頻回検査というような計画ではないのではないかなというふうに思うのです。要す

るに定期的に１週間に１遍とか２週間に１遍とかというような感覚でやらないと、なかなか見つけ

られないというふうな状況もあるのだろうと思います。かなり検査費用についても安くなっている

という話もありますので、町としても例えばクラスターが起きたとか、本当にそういったようなも

のの中で出たときの対応をぜひ検討してほしいのです。

確かに県がやっているというふうなことで、今回も予算の中にもないわけですけれども、やはり

これから変異ウイルスは若年層にも感染するということになると、学校などの施設でもそういった

ような可能性が出てくるわけなのです。そういったようなときに、陽性者が出たときに、社会的な

検査、面的な検査を行うというようなことをぜひ検討していただきたいというふうに思います。

これについては、例えば教育委員会などはどんなふうに考えているのですか。

〇議長（上野 廣議員） 馬場教育長、答弁をお願いします。

〔教育長 馬場敏男登壇〕

〇教育長（馬場敏男） 阿部議員さんのご質問に教育長、答弁させていただきます。

現在教育委員会のほうでは、変異株の関係で大分感染者も増えてきた。今感染研究所でもエビデ

ンスは、いわゆる証拠はないけれども、いわゆる感染率も高いし、若年層のほうにも影響は出てい

るというようなコメントがあります。そこで、学校のほうでは、基本的に感染源を絶つということ

を今重視してやらせていただいています。

今までは、家族内にＰＣＲ検査対象者がいた場合、保健所の指示では、いわゆる対象者以外の者

は登校していいという判断が出ています。ただ、本町の場合には、家族内にＰＣＲ検査を受けた者

がいた場合には、結果が出るまでは自宅で登校を控えてほしいというようなお話を今までさせてい

ただいておりました。
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ところが、今後、今度は家族内に濃厚接触者が増えてくる状況にもありますので、現在濃厚接触

者が家族内にいる場合ですとか、それから無症状で陽性になった方も自宅療養という県も出てきて

おりますので そういった場合に 子どもたちの登校をどのような基準でやるかということを 28日、 、 、

に臨時校長会を開かせていただいて、今精査させていただいて、ゴールデンウィーク明けに保護者

のほうにも文書を発出をしようというふうに思っております。

原則的に、今こちらの考えといたしましては、家庭内にＰＣＲ検査対象者がいる場合、結果が出

。 、 、るまではやはり自宅で待機していただく それから 自宅に濃厚接触者及び陽性者がいる場合には

その濃厚接触者、陽性者の方が別の部屋で接触をしない環境にあればいいのですけれども、なかな

か子どもたちはそうはいきませんので、その場合には登校を控えていただくというような措置を今

考えているところです。

いずれにおいても、保健所の指示ではそれでも登校は可としておるのですけれども、その辺は感

染源を絶つということで、学びを止めないということで、きちっとした基準を設けて、ゴールデン

ウィーク明けに保護者に通知を今考えているところでございます。

以上でございます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） ぜひ抑えるような対策を先んじてやっていただきたいというふうに思いま

す。

続きまして、先ほどの質問にもありましたけれども、小規模事業者等事業継続支援金の具体的な

、 。 、ところについては まだ精査中ということのわけなのですか 例えば要するに20％の減というのは

どことどこを比較するのかとか、あといろいろお聞きしたいのですけれども、どこまで具体的にな

っているのか教えてください。

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、阿部議員さんの質問に答弁させ

ていただきます。

現在、要綱要領の関係を精査中でございます。ただし、昨年とそれほど変わらないというふうに

考えてございますので、パーセンテージ、こちらのほうが20％以上という形かなというふうな状況

で今はなっております。詳細についてそこまでは今の段階ではお答えできないのですが、よろしく

お願いいたします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 継続事業ということでお話しされていますけれども、比べてほしいという

のは、今年になってから、１月から、県の様々な支援制度もそうですけれども、１月から３月の間



- 28 -

の一月を、昨年か一昨年と比べてどのぐらい減っているのかというのを、そこをまず比較の対象に

しているのです。

そういったような基準と、もう一つお願いしたいのですけれども、その方、要するに様々な事業

、 、所がありますけれども 例えばフリーランスの方で事業申告をしているというような方についても

ぜひ対象に入れてあげてほしいのです。要するに従業員、労働者は、様々な保障制度がありますか

ら、何とかそこでやれるのではないかなというふうに思うのですが、一番保障されないのがフリー

ランスの方なのです。そういったような方が今、今年に入って仕事が、去年までは何とか頑張った

けれども、今年になって本当になくなってしまうというような方がどんどん出ているのです。そう

いったようなことについてもぜひ検討をいただきたいというふうに思うのですが、今回の20％減で

15万円の給付というのは、私はかなり頑張っていただいたなというふうに思っているのです。それ

で200社というのは、これ以上になったらどうなるのかというような話もありますけれども、本当

に今大変な状況の中で頑張っている町民を助ける大きな支援制度になるだろうなというふうに思い

ます。ほかの町村から比べてもかなり進んでいるなというふうに感じているのですけれども、ぜひ

そういったようなことも含めて検討いただけないかなと思いますけれども、何かお考えがあればお

聞かせください。

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、阿部議員さんの再質問に答弁さ

せていただきます。

先ほど基準年のお話をしていただきましたので、基準年のほうはコロナ前というふうに考えてご

ざいます。つまりそこでお話をさせていただくと、2019年、要は令和元年になると思います。それ

から、コロナ前という形になると、令和２年の１月から３月ぐらいまでかなというような、昨年と

同様のような感じで考えて、今現在は進めたいなというふうに考えてございます。

それから、フリーランスの件、そちらのことに関しても、こちらのほう、順次対応ができればな

というふうに考えてございます。昨年度も入れてはいたのですけれども、一応そういう形で考えて

ございます。基本的にはコロナ前との対比という形で考えてございますので、年度はそのような感

じになるかなというふうに考えていますので、よろしくお願いします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 昨年と違うでしょう。だから、今年、要するに最新の経営状況から支給す

るということなのではないかなと思うのですが、去年は、要するに去年とその前の年と比べてだっ

たわけですけれども、今最新の経営状況から、要するにコロナ前と比べてということで改めてお聞

きします。お願いします。



- 29 -

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、阿部議員さんの質問に再答弁さ

せていただきます。

言葉のほうが、すみません、ちょっと足りませんでした。対比年がそちらの年で、現在と対比す

るということでございますので、よろしくお願いします。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 大変助かる制度になるというふうに思いますので、ぜひ幅広い町民の皆さ

んが利用できるようにお願いしたいというふうに思います。

続いて、11ページのタクシー運行費の負担金なのですけれども、これももう少し詳しく説明して

いただきたいのですが、タクシーの初乗り料金の支給ということだというふうにちょっとお聞きし

たのですけれども、どんなふうにしてタクシー券、要するに受付をやって、それでタクシー業者に

どういうふうな形でやるのかとか、受付のやり方とかタクシー券の動きについて教えてください。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、よろしくお願いします、ご答弁。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、阿部議員のご質問に答弁させていただきます。

こちらタクシー運行費負担金なのですが、こちらにつきましてはコロナの接種会場まで、基本的

に運転免許証がなかったり自家用車がなかったり、こちらへの交通手段が確保できない、いわゆる

交通弱者の方を対象にした補助という形になるかと思います。こちらにつきましては、タクシー券

というのを発行させていただきまして、タクシー券、こちらは往復、都合２回分ということで４枚

のタクシー券を発行させていただきたいと思います。こちらについては初乗り料金を想定しており

ます。

こちらは、タクシー業者のほうとは現在話を進めている段階でございますのでも、まだ明確なお

答えはできないのですが、タクシー業者の方と協定書を結ばせていただいて、そのチケットを町が

タクシー業者と換金するというような、タクシー券の枚数によって、その負担金としてタクシー会

社にお支払いするというような想定をしております。

こちらにつきましては、申請の方法なのですが、基本的には予約相談センターで予約をされると

きに、こちらのほうに電話で申請をしていただきまして、その申請のあった方に関して、こちらの

タクシー券のほうを郵送にて送付させていただくと、そのような想定をしております。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） この予算で言うと何人分になるのですか。
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〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、お願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、阿部議員のご質問に答弁させていただきます。

こちらは、予算積算書としてなっている想定でございますので、その辺をちょっとご理解いただ

ければと思うのですが、こちらにつきましては1,500人の方が利用すると。こちらのほうが、デマ

ンド交通の利用者が約700人というふうに聞いております。それの約倍数ということで、1,500人と

いうことで想定して積算させていただきました。

以上でございます。

〔何事か言う人あり〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 失礼しました。こちらは、初乗り料金が今620円ということでござ

、 、 。いますので １人当たり４枚ですから 620円掛ける1,500人という形で計算させていただきました

以上でございます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 620円の補助ということで、かなり助かるなというふうに思います。月輪

辺りからだと約1,600円ぐらいかかるのかな。やっぱり往復ですと2,000円の負担になってしまいま

すけれども、かなり町としても頑張っていただいているなというふうに思います。ありがとうござ

います。

あと、ごめんなさい、先ほどの小規模のほうに戻るのですけれども、この対象になるのは、いわ

ゆる事業申告をしていれば、とにかく対象になりますか。例えば農業申告をされている方は対象に

なりますか。

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、阿部議員さんの再質問に答弁さ

せていただきます。

昨年度の交付金を踏襲するというふうに先ほどもお話しさせていただきましたけれども、昨年度

も申告に関しては、農業経営という形でしていただいている方に関しては、これは承っておりまし

た。そこがございますので、農業単体でやっている方が対象という形になると思いますので、農業

と例えば兼業農家の方という形になってくると、やっぱり申告の形が変わってきますので、この辺

あたりは対象から漏れるかなという形も考えているのですが、今現在はそういう形で考えてござい

ます。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、再質問をお願いします。

〇14番（阿部弘明議員） 国が今回持続化給付金やりませんから、そういった意味では、それの代わ
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りになるのかなというふうに思うのですけれども、基本的に申告、どんな形にしても、いわゆるそ

ういった事業関係の申告をなさっていて、それが要するに20％減ということになれば、やはり認め

ていただきたい。要するに減収分については補填するという形で認めていただきたいなというふう

に思うのです。昨年の持続化給付金も、要するに単月、例えば今年の１月と一昨年の１月とを比べ

て20％減というふうに比較をするわけなのだけれども、要するに白色申告の場合は、単月の売上げ

が分からない、証明できないわけなのです。そういったときには、年間の売上げを12で割った金額

で比べるというようなことも国は認めてきたのですけれども、それで大丈夫ですかね。

〇議長（上野 廣議員） 服部産業振興課長兼農業委員会事務局長、答弁をお願いします。

〔産業振興課長兼農業委員会事務局長 服部進也登壇〕

〇産業振興課長兼農業委員会事務局長（服部進也） 産業振興課長、阿部議員さんの再質問に答弁さ

せていただきます。

今現在そこの辺あたりがちょっと詰めている段階でございます。申告は必ずしていただきながら

やっていきたいと思っているのですけれども、それから兼業農家の方は、先ほどちょっとお話もさ

、 、 、せていただきましたが この小口の関係ではなく 昨年度事業を展開させていただきました廃プラ

こちらの事業も行っておりますので、兼業農家の方はそちらのほうでも、この交付金に関してはメ

リットがあるかなというふうにも考えております。そういう形がございますので、兼業農家の方と

いうふうに分ける隔てはちょっとないのですけれども、申告の関係でこの形がなってしまうかなと

いうふうに考えてございます。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員。

〇14番（阿部弘明議員） どこで線を引くかというのがあると思いますけれども、基本的にそういっ

たような申告をなさっていらっしゃるところについては、20万円を限度に減収補填するというふう

にしていただきたいというのが要望であります。よろしくお願いします。

もう一つ、予約センターなのですけれども、いろんな自治体を見ていると、すぐパンクをして大

、 、 。変な状況になるというふうなことが放送 テレビにも出ていますが それは大丈夫なのでしょうか

どんなふうな対策を考えていらっしゃるでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、答弁をお願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、阿部議員のご質問に答弁させていただきます。

正直な話、まだ始まっておりませんので、現状では大丈夫かどうかと言われると若干不安ではあ

るのですが、滑川町においては５回線用意いたしまして、そちらのほうで受付をやろうと考えてお

ります。また、予約の期間につきましても、ほかの市町村が今、毛呂山ですとか寄居とかやってい

ますけれども、そちらのように期間のほうを、１回分、２回分ではなくて、もうちょっと期間を延
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長した形で予約を受けるような形をしようと思っていますので、いきなり予約が全部埋まってしま

うようなこがないようにということで現在検討しているところでございます。

以上、答弁とさせていただきます。

〇議長（上野 廣議員） 阿部議員、時間が。

〇14番（阿部弘明議員） 時間がない。もう少し細かく分けた予約票の発送だとかというふうには考

えられていないのでしょうか。

〇議長（上野 廣議員） 武井健康づくり課長、お願いします。

〔健康づくり課長 武井宏見登壇〕

〇健康づくり課長（武井宏見） 健康づくり課長、阿部議員のご質問に答弁させていただきます。

今週の26日に、65歳以上の高齢者の方4,608名ですか、全て接種券の発送を行いました。

以上でございます。

〇14番（阿部弘明議員） 時間ですので、これで私の質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（上野 廣議員） ほかに質疑ありますか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 質疑なしと認めます。

これをもちまして質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（上野 廣議員） 討論なしと認めます。

これをもちまして討論を終結します。

これより議案第51号 令和３年度滑川町一般会計補正予算（第１号）の議定についてを採決しま

す。

本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。

〔起立全員〕

〇議長（上野 廣議員） 賛成全員です。

よって、議案第51号は原案のとおり可決されました。

暫時休憩します。

休 憩 （午前１１時４９分）

再 開 （午後 １時００分）

〇議長（上野 廣議員） 再開します。

◎発言の申出
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〇議長（上野 廣議員） 午前中の答弁について、澄川教育委員会事務局長から発言を求められてい

ますので、それを許可します。

澄川教育委員会事務局長、よろしくお願いします。

〔教育委員会事務局長 澄川 淳登壇〕

〇教育委員会事務局長（澄川 淳） 教育委員会事務局長、議長のお許しをいただきましたので、発

言をさせていただきます。

午前中の吉野議員からのご質問の答弁の中で、町の体育施設の借入れの際に、町内在住、在勤に

ついて、どのような基準で判断するかということについて確認できましたので、報告をさせていた

だきます。

それぞれの団体内に在勤、在住の方が２分の１以上いる場合については、無料という形で判断を

させていただいています。これについては、教育委員会内で基準を定め、それに基づいて判断、借

入れ団体についても、この内容で周知をさせていただいております。

以上、答弁とさせていただきます。

◎日程の追加

〇議長（上野 廣議員） それでは、日程の追加１に入ります。

私ごとではございますが、このたび議長の席を辞したく、副議長に辞職願を提出いたしました。

よろしくお願いいたします。

副議長に交代いたします。

〔議長、副議長と交代〕

〇副議長（瀬上邦久議員） ただいま上野議長から議長の辞職願が提出されました。

議長が決まりますまで、副議長の瀬上が議長職を務めさせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。

お諮りします。議長の辞職の件を日程に追加し、議題とすることにご異議ありますか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇副議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議長の辞職の件を日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

◎議長の辞職

〇副議長（瀬上邦久議員） 追加日程第１、議長の辞職の件を議題とします。

本件は、地方自治法第117条の規定によって、暫時上野議長の退場をお願いいたします。

〔15番 上野 廣議員退場〕

〇副議長（瀬上邦久議員） 事務局長に辞職願の朗読をお願いいたします。
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〔事務局長朗読〕

〇副議長（瀬上邦久議員） お諮りします。

上野廣議員の議長の辞職を許可することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇副議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、上野廣議員の議長の辞職を許可することに決定いたしました。

上野議員の入場をお願いいたします。

〔15番 上野 廣議員入場〕

〇副議長（瀬上邦久議員） ただいま議長の職を辞任されました上野議員よりご挨拶をいただきたい

と思います。

〔15番 上野 廣議員登壇〕

〇15番（上野 廣議員） 議長を退任するに当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。

、 、令和元年５月の臨時議会において 議員各位のご推挙により議長の要職に就任いたしましてから

はや３年がたちました。就任早々滑川町議会に比企郡町村議長会の会長の順番が回ってきていて、

１年間埼玉県町村議長会副会長という要職に就き、体力的に厳しいこともありましたが、貴重な体

験をすることができました。その後の１年は新型コロナウイルスとの闘いでしたが、皆様方のご支

援、ご協力をいただきまして、大過なくその職責を全うすることができたと思います。衷心より厚

く御礼申し上げます。唯一残念なことは、ここに服部文教厚生常任委員長の姿を見ることができな

いことでございます。

議長を退任いたしましても、いまだコロナ禍が続いておりますが、町民福祉の向上、安全安心の

、 、町づくりに誠心誠意努力していく所存でございますので 変わらぬご指導をお願い申し上げまして

言葉は足りませんが、議長退任の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いします （拍手）。

〇副議長（瀬上邦久議員） ありがとうございました。

暫時休憩します。

休 憩 （午後 １時０７分）

再 開 （午後 １時１１分）

〇副議長（瀬上邦久議員） 再開いたします。

◎日程の追加

〇副議長（瀬上邦久議員） ただいま議長が欠員となりました。

お諮りします。この際、議長の選挙を日程に追加し、選挙を行いたいと思います。ご異議ありま

せんか。
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〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇副議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議長の選挙を日程に追加し、選挙を行うことに決定いたしました。

◎議長の選挙

〇副議長（瀬上邦久議員） 追加日程第２、議長の選挙を行います。

選挙は投票で行います。

議場の閉鎖をお願いいたします。

〔議場閉鎖〕

〇副議長（瀬上邦久議員） ただいまの出席議員数は13人であります。

次に、立会人を指名します。会議規則第32条第２項の規定によって、立会人に６番、井上奈保子

議員、７番、紫藤明議員、９番、北堀一廣議員を指名いたします。

投票用紙を配付いたします。

この際、念のため申し上げますが、投票は単記無記名であります。

〔投票用紙配付〕

〇副議長（瀬上邦久議員） 投票用紙を配付いたしました。

投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇副議長（瀬上邦久議員） 配付漏れなしと認めます。

投票箱を点検します。

〔投票箱点検〕

〇副議長（瀬上邦久議員） 異状なしと認めます。

ただいまから投票を行います。記入は終わりましたでしょうか。

それでは、２番議員から順番に投票をお願いします。

〔投 票〕

〇副議長（瀬上邦久議員） 投票漏れはありませんか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇副議長（瀬上邦久議員） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

開票いたします。

ウエノ奈保子議員、紫藤明議員、北堀一廣議員、開票の立ち会いをお願いいたします。

〔 訂正、井上奈保子」と言う人あり〕「

〇副議長（瀬上邦久議員） すみません、大変失礼しました。井上奈保子議員。
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〔開 票〕

〇副議長（瀬上邦久議員） それでは、選挙の結果を報告します。

投票総数13票、有効投票13票、無効投票ゼロです。

有効投票のうち

瀬 上 議員 １３票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は４票でございます。

よって、私、瀬上邦久が議長に当選しました。

以上をもちまして議長の選出が終わりました。ご協力ありがとうございました。

◎議長就任の挨拶

〇議長（瀬上邦久議員） それでは、ここで瀬上議長就任の挨拶。

ただいまの議長選挙におきまして、大変大勢の皆様からご推挙を賜り、誠にありがとうございま

した。今後は、皆様のご理解とご協力をいただきながら、微力ながら議長という重責を全うしてま

いりたいと考えております。どうかよろしくお願いを申し上げます。

それでは、皆様に深く感謝を申し上げ、誠に言葉は足りませんが、お礼の挨拶とさせていただく

次第でございます。ありがとうございました。よろしくお願いします （拍手）。

それでは、ここで暫時休憩とします。

休 憩 （午後 １時２２分）

再 開 （午後 １時２５分）

〇議長（瀬上邦久議員） 再開します。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） ただいま副議長が欠員となりました。

お諮りします。この際、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行いたいと思います。ご異議あり

ませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行うことと決定いたしました。

◎副議長の選挙

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第３、副議長の選挙を行います。
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選挙は投票で行います。

ただいまの出席議員数は13人であります。

、 。 、 、 、次に 立会人を指名します 会議規則第32条第２項の規定により 立会人に10番 宮島一夫議員

11番、菅間孝夫議員、12番、内田敏雄議員を指名いたします。

投票用紙を配付いたします。

この際、念のために申し上げますが、投票は単記無記名でお願いします。

〔投票用紙配付〕

〇議長（瀬上邦久議員） 記入は終わりましたでしょうか。

それでは、投票をお願いしたいと思います。

〔何事か言う人あり〕

〇議長（瀬上邦久議員） それでは、投票箱を点検いたします。

先ほどの立会人の方、よろしくお願いしたいと思います。

〔投票箱点検〕

〇議長（瀬上邦久議員） 異状なしと認めます。

ただいまから投票を行います。

先ほどと同じように２番からお願いしたいと思います。

〔投 票〕

〇議長（瀬上邦久議員） 投票漏れはありませんでしょうか。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 投票漏れなしと認めます。

投票を終わりにします。

開票を行います。

宮島一夫議員、菅間孝夫議員、内田敏雄議員の立ち会いをお願いします。

〔開 票〕

〇議長（瀬上邦久議員） 選挙の結果を報告いたします。

投票総数13票、有効投票13票、無効投票ゼロ。

有効投票のうち

宮 島 議員 ７票

松 本 議員 ６票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は４票でございます。

よって、宮島議員が副議長に当選されました。

ただいま副議長に当選されました宮島議員が議場におられますので、会議規則第33条第２項の規
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定により当選の告知をいたします。

◎副議長就任の挨拶

〇議長（瀬上邦久議員） それでは、副議長に当選されました宮島議員より就任のご挨拶をいただき

たいと思います。よろしくお願いします。

〔副議長 宮島一夫議員登壇〕

〇副議長（宮島一夫議員） ただいまの選挙で当選をさせていただきました宮島でございます。

微力ではありますけれども、瀬上議長を補佐して全力で活動いたします。そして、議会のスムー

ズな進行に力を尽くしていきたいと思います。よろしくお願いいたします （拍手）。

〇議長（瀬上邦久議員） ありがとうございました。

以上で副議長の選出を終わります。

暫時休憩します。

休 憩 （午後 １時３３分）

再 開 （午後 １時３４分）

〇議長（瀬上邦久議員） 再開します。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第４、議席の一部変更について。

お諮りします。ただいまの議長、副議長の選挙に伴い、議席の一部変更の件を日程に追加し、議

題といたしたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議席の一部変更の件を日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

◎議席の一部変更

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第４、議席の一部変更を行います。

議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規定により議席の一部を変更したいと思い

ます。

慣例によりまして、議長の瀬上を15番に、上野廣議員を10番に、副議長の宮島議員を１番にそれ

ぞれ変更したいと思います。これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。
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以上のとおり決定しました。

それでは、ただいま決定しました議席にそれぞれお着き願います。

ここで暫時休憩します。

休 憩 （午後 １時３７分）

再 開 （午後 ２時１５分）

〇議長（瀬上邦久議員） 再開いたします。

時間がちょっと過ぎまして大変申し訳ございませんでした。

◎各常任委員会の正副委員長の選出

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第５、常任委員会委員におきまして、互選により正副委員長の選

出が決まりました。ご報告させていただきます。

総務経済建設常任委員会委員長、吉野議員、副委員長、内田議員。

文教厚生常任委員会委員長、菅間議員、副委員長、上野葉月議員。

以上のとおりでございます。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） 日程の追加、議会運営委員の辞任について。

お諮りします。ただいま議会人事に伴い、宮島議員、北堀議員、井上議員、菅間議員、松本議員

の５名より、議会運営委員を辞任したい旨の申出がありました。これを日程に追加し、議題とした

いと思います。これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議会運営委員の辞任の件を日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

◎議会運営委員の辞任

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第６、議会運営委員の辞任の件を議題とします。

本件は、地方自治法第117条の規定によって、暫時申出者の退場をお願いいたします。

５名の方、退場を。宮島議員、北堀議員、井上議員、菅間議員、松本議員です。

〔１番 宮島一夫議員、９番 北堀一廣議員、６番 井上奈保子議

員、11番 菅間孝夫議員、３番 松本幾雄議員退場〕

〇議長（瀬上邦久議員） お諮りします。

宮島議員、北堀議員、井上議員、菅間議員、松本議員５名より、議会運営委員を辞任したい旨の
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申出があります。本件は、申出のとおり辞任を許可することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

、 、 。よって 宮島議員ほか４名の申出のとおり 議会運営委員の辞任を許可することに決定しました

申出者の入場をお願いいたします。

〔１番 宮島一夫議員、９番 北堀一廣議員、６番 井上奈保子議

員、11番 菅間孝夫議員、３番 松本幾雄議員入場〕

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） ただいま議会運営委員が５名欠員となりました。

お諮りします。この際、議会運営委員の選任の件を日程に追加し、議題としたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議会運営委員の選任の件を日程に追加し、議題とすることに決定しました。

◎議会運営委員の選任

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第７、議会運営委員の選任を行います。

ただいま辞任議決により、議会運営委員５名が欠員となりましたので、後任者として、委員会条

例第７条第２項の規定により、北堀議員、井上議員、松本議員、菅間議員の４名を指名したいと思

います。これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました４名を議会運営委員の後任者として選任をすることに決定い

たしました。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） 日程の追加、議会運営委員の辞任について。

お諮りします。ただいま議会人事に伴い、私儀瀬上は、議会運営委員を辞任したい旨申出をいた

します。これを日程に追加し、議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議会運営委員の辞任の件を日程に追加し、議題とすることに決定しました。
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一身上の都合により、ここで副議長と交代したいと思います。よろしくお願いをいたします。

〔議長、副議長と交代〕

〇副議長（宮島一夫議員） ただいま議長の一身上の都合により、副議長の宮島が議長職を務めるこ

とになりましたので、よろしくお願いいたします。

◎議会運営委員の辞任

〇副議長（宮島一夫議員） 追加日程第８、議会運営委員の辞任の件を議題とします。

本件は、地方自治法第117条の規定によって、暫時申出者の退場をお願いします。

瀬上議長、退場をお願いします。

〔瀬上邦久議員退場〕

〇副議長（宮島一夫議員） お諮りします。

瀬上議員より、議会運営委員を辞任したい旨の申出があります。本件は、申出のとおり辞任を許

可することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇副議長（宮島一夫議員） 異議なしと認めます。

よって、瀬上議員の申出のとおり、議会運営委員の辞任を許可することに決定しました。

申出者の入場をお願いします。

〔瀬上邦久議員入場〕

◎日程の追加

〇副議長（宮島一夫議員） ただいま議会運営委員が１名欠員となりました。

お諮りします。この際、議会運営委員の選任の件を日程に追加し、議題としたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇副議長（宮島一夫議員） 異議なしと認めます。

よって、議会運営委員の選任の件を日程に追加し、議題とすることに決定しました。

◎議会運営委員の選任及び正副委員長の選出

〇副議長（宮島一夫議員） 追加日程第９、議会運営委員の選任を行います。

ただいま辞任議決により、議会運営委員１名が欠員となりましたので、後任者として、委員会条

、 。 。例第７条第２項の規定により 高坂議員１名を指名したいと思います これにご異議ありませんか

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇副議長（宮島一夫議員） 異議なしと認めます。
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よって、ただいま指名いたしました高坂議員を議会運営委員の後任者として選任をすることに決

定しました。

ご協力ありがとうございました。これで議長と交代いたします。

〔副議長、議長と交代〕

〇議長（瀬上邦久議員） 委員会の編成が終わりました。

議会運営委員会において、互選によりまして、正副委員長の後任者が選任されましたので、ご報

告いたします。

議会運営委員長、北堀議員、副委員長、井上奈保子議員。

以上のとおりであります。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） お諮りします。

ただいまの議会人事に伴い、議員７名より、議会広報発行対策特別委員を辞任したい旨の申出が

ありました。これを日程に追加し、議題としたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、この際、議会広報発行対策特別委員の辞任の件を日程に追加し、議題とすることに決定

しました。

◎議会広報発行対策特別委員の辞任

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第10、議会広報発行対策特別委員の辞任の件を議題とします。

本件は、地方自治法第117条の規定により、暫時申出者の退場をお願いします。

〔14番 阿部弘明議員、２番 高坂清二議員、５番 上野葉月議員、

12番 内田敏雄議員、13番 吉野正浩議員、７番 紫藤明議員退

場〕

〇議長（瀬上邦久議員） お諮りします。

７名の議員より、議会広報発行対策特別委員を辞任したい旨の申出がありました。本件は、申出

のとおり辞任を許可することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、阿部議員ほか６名の申出のとおり、議会広報発行対策特別委員の辞任を許可することに

決定いたしました。

申出者の入場をお願いいたします。
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〔14番 阿部弘明議員、２番 高坂清二議員、５番 上野葉月議員、

12番 内田敏雄議員、13番 吉野正浩議員、７番 紫藤明議員入

場〕

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） ただいま議会広報発行対策特別委員会委員の７名が欠員となりました。

。 、 。お諮りします 議会広報発行対策特別委員の選任の件を日程に追加し 議題としたいと思います

これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議会広報発行対策特別委員の選任の件を日程に追加し、議題とすることに決定いたしま

した。

◎議会広報発行対策特別委員の選任及び正副委員長の選出

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第11、議会広報発行対策特別委員の選任を行います。

ただいま辞任議決により、議会広報発行対策特別委員７名が欠員となりましたので、後任者とし

て、委員会条例第７条第２項の規定により、宮島議員、阿部議員、井上議員、紫藤議員、失礼しま

した。井上議員ではなく、上野葉月議員でございます。すみません、訂正させていただきます。

それから、紫藤議員、吉野議員、内田議員、上野廣議員の７名を指名したいと思います。これに

ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました７名を議会広報発行対策特別委員の後任者として選任するこ

とに決定しました。

委員会の編成が終わりました。

委員会において、互選によりまして、正副委員長の後任者が選任されましたので、ご報告いたし

ます。

委員長、宮島議員、副委員長に阿部議員。

以上のとおりでございます。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） お諮りします。

先ほどの議会人事に伴い、比企広域市町村圏組合議会議員２名並びに小川地区衛生組合議会議員
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２名の全てが欠員となりました。

補欠議員を選出するための選挙を日程に追加し、一括議題とすることにしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、一部事務組合議会議員の選挙２件を日程に追加し、一括議題とすることに決定いたしま

した。

◎各組合議会議員の選挙

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第12、比企広域市町村圏組合議会議員の選挙、追加日程第13、小

川地区衛生組合議会議員の選挙についての２件の選挙をいたします。

議員の定数は、比企広域市町村圏組合議会議員２名、小川地区衛生組合議会議員２名です。

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、慣例に基づきまして指名推選としたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。

お諮りいたします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。これにご

異議ございませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、議長が指名することに決定いたしました。

この際、議長より指名いたします。

比企広域市町村圏組合議会議員に、吉野議員と議長の瀬上議員を指名いたします。

小川地区衛生組合議会議員に、文教厚生常任委員会の委員長の菅間議員、そして議長の瀬上議員

を指名いたします。

お諮りします。ただいま指名いたしました４名の方を各一部事務組合の議会議員の当選人と定め

ることにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、比企広域市町村圏組合議会議員に、議長、瀬上と吉野議員の２名が当選されました。

小川地区衛生組合議会議員に、議長、瀬上と文教厚生常任委員会委員長の菅間議員の２名の方が

当選されました。
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この際、会議規則第33条第２項の規定により当選の告知をします。

暫時休憩いたします。

休 憩 （午後 ２時３８分）

再 開 （午後 ２時３８分）

〇議長（瀬上邦久議員） 再開します。

◎日程の追加

〇議長（瀬上邦久議員） お諮りします。

ただいま町長から議案第52号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程第14とし、議題

にしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

したがって、議案第52号を日程に追加し、追加日程第14とし、議題とすることに決定しました。

◎議案第５２号の上程、説明、採決

〇議長（瀬上邦久議員） 追加日程第14、議案第52号を議題といたします。

事務局長、朗読願います。

〔事務局長朗読〕

〇議長（瀬上邦久議員） 朗読が終わりました。

本件については、地方自治法第117条の規定により、上野議員の退場をお願いします。

〔10番 上野 廣議員退場〕

〇議長（瀬上邦久議員） 吉田町長に提出議案の説明を求めます。

〔町長 吉田 昇登壇〕

○町長（吉田 昇） 町長、議案第52号について提案理由の説明を申し上げます。

滑川町監査委員の欠員により、上記の者を選任することについて同意を得たいので、地方自治法

第196条第１項の規定により提案をいたします。

なお、上野廣さんの略歴につきましては、別添で提示をしてございますので、御覧をいただきた

いというふうに思います。

以上です。

〇議長（瀬上邦久議員） ありがとうございました。提出議案の説明が終わりました。

お諮りします。本件は人事案件でありますので、質疑、討論を省略したいと思います。これにご

異議ありませんか。
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〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

質疑、討論を省略します。

これより議案第52号 滑川町監査委員の選任について同意を求める件を採決いたします。

本件は原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。

〔起立全員〕

〇議長（瀬上邦久議員） 賛成全員でございます。

よって、議案第52号は原案のとおり可決されました。

それでは、上野議員に入場をお願いいたします。

〔10番 上野 廣議員入場〕

〇議長（瀬上邦久議員） ただいま監査委員に選任されました上野議員にご挨拶をお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。

〔10番 上野 廣議員登壇〕

〇10番（上野 廣議員） このたび監査委員に選任され、皆さんのご同意をいただきまして誠にあり

がとうございます。

監査委員は、町の事業をいろいろな角度から客観的にチェックする大変な機関でございます。私

にとって能力不足ではございますが、新井代表監査委員のお力をお借りして、しっかり頑張ります

ので、よろしくお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

〇議長（瀬上邦久議員） ありがとうございました。

◎閉会中の継続調査の申し出について

〇議長（瀬上邦久議員） 日程第６、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。

お手元に配付した申出書のとおり、次期議会の会期日程等の議会の運営に関する事項及び議長の

諮問に関する事項について、閉会中の継続調査の申出があります。

。 、 。お諮りします 委員長から申出のとおり 閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇議長（瀬上邦久議員） 異議なしと認めます。

よって、委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。

◎町長挨拶

〇議長（瀬上邦久議員） 本臨時会の議事は全て終了いたしました。

ここで、吉田町長にご挨拶をいただきたいと存じます。

〔町長 吉田 昇登壇〕
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○町長（吉田 昇） 議長のお許しをいただきましたので、臨時会の閉会に当たりまして一言お礼の

ご挨拶を申し上げます。

本日の議案は、専決処分の承認をはじめ全議案を慎重審議賜りまして、原案どおり速やかにご決

定いただきまして、深く感謝申し上げます。

また、本日の議会より新たに第43代議長に就任されました瀬上議長さん、宮島副議長さんにおか

れましては、誠におめでとうございます。今後ますます町政運営にご尽力、ご協力いただきますよ

う、お願い申し上げます。

また、前任の上野議長さん、瀬上副議長さんにおかれましては、２年間の大任大変ご苦労さまで

した。今後も町政発展のためにさらなるご尽力をお願い申し上げます。

さて、いよいよ新緑も目に鮮やかな季節となり、議員各位におかれましてはますますご多忙のこ

とと存じます。新型コロナウイルス感染症の感染拡大による混乱が依然として続いておりますが、

健康には十分留意され、ご活躍されますことを祈念申し上げまして、閉会に当たってのお礼の挨拶

とさせていただきます。大変ありがとうございました。

〇議長（瀬上邦久議員） ありがとうございました。

◎閉会の宣告

〇議長（瀬上邦久議員） 以上をもちまして全日程を終了いたしました。

議員各位と執行部のご協力によりまして、今臨時会が終了できました。深く感謝申し上げます。

これをもちまして第227回滑川町議会臨時会を閉会とします。大変ご苦労さまでございました。

（午後 ３時１０分）

〇議会事務局長（島田昌德） ご起立願います。

相互に礼。

お疲れさまでした。
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。
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